







　センターのメンバーは代表 1 名、オブザーバー 1 名、担当教員 3 名、事務担当 1 名、合計 5 名
⑵　年間活動の概要




 「一般教養基礎問題」開始　スポーツ健康学科 1 ・ 2 年生（後期まで全18回）
 「入学前学習用問題集」返却、「春期課題問題集」回収・採点（学生アルバイト）
　　 5 月 「漢字検定講座」「数学検定講座」開講
 「基礎教育センターだより」発行（年 4 回）
　　 6 月 短大部キャリアクリエイトⅢ「就職試験対策講座」（全 7 回）
 「春期課題問題集」返却
　　 7 月 「夏期課題問題集」作成・印刷・配布




 総合経営学部 3 年「社会教養」の問題作成（全13回分）
　　11月 人間健康学部 2 年に Benesse よる「一般常識・基礎学力テスト」実施
 短大部キャリアスタンダードⅡでの一般教養対策講座開始（ 7 回）
　　 1 月 「夏期課題問題集」返却
 「入学前学習用問題集」・「春期課題問題集」の作成
　　 2 月 「入学前学習用問題集」・「春期課題問題集」の配布
　　 3 月 「入学前学習用問題集」採点、「春期課題問題集」回収
⑶　学習支援活動の内容
①キャリア連携対策講座
講　座　名 担当者 回数 対　象
キャリア・スタンダードⅠ（解説コース）福嶋・日野谷・中田 30 短期大学部 1 年生
キャリア・クリエイトⅢ 福嶋・日野谷 7 短期大学部 2 年生
キャリアデザインⅠ 福嶋 11 人間健康学部 2 年生
キャリア・スタンダードⅡ 福嶋・日野谷・赤羽 14 短期大学部 1 年生
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大学入門（計算力と文章表現） 福嶋・日野谷 5 　健康栄養学科 1 年生
合　計 　 67 　
②基礎学力維持のための「朝の学習講座」の開講
講　座　名 担当 回数 学部 短大 合計
朝の学習講座（基礎数学前期） 日野谷 13 34 110 144
朝の学習講座（SPI 数学前期） 日野谷 12 34 84 118
朝の学習講座（基礎数学後期） 日野谷 14 11 65 76
朝の学習講座（SPI 数学後期） 日野谷 14 24 49 73
朝の学習講座（天声人語前期） 福嶋 13 25 61 86
朝の学習講座（SPI 言語分野後期） 福嶋 13 4 41 45
朝の学習講座（時事問題前期） 福嶋 12 29 82 111
朝の学習講座（時事問題後期） 福嶋 14 17 54 71
朝の学習講座（BasicEnglish 後期） 赤羽 14 15 30 45








短期大学部 1 1,776 781 2,557
短期大学部 2 664 94 758
総合経営学科 1 979 0 979
観光ホスピタリティ学科 1 904 0 904
健康栄養学科 1 686 0 686
健康栄養学科 2 0 785 785
スポーツ健康学科 1 1,047 0 1,047
スポーツ健康学科 2 0 763 763
総合経営学科 3 ・ 4 423 373 796
健康栄養学科 3 ・ 4 127 112 239








スポーツ健康学科 1 869 825 1,694
スポーツ健康学科 2 573 670 1,243




学　科 学年 学生数 受験者数 受験率
健康栄養学科 2 91 89 97.8
スポーツ健康学科 2 96 85 88.5
合　計 　 187 174 93.0
⑷　基礎学力向上のための対策
①漢検・数検受験者
担当 実施回数 受験者数 合格者数
実用数学技能検定 日野谷 1 4 1（一次合格者 2 名）
日本漢字能力検定 福嶋 3 54 18
　　上記受験者の学習指導として随時対応。
②新入生向け「入学前学習用問題集」の作成と配布・採点
学　科 配布対象者 人数 提出者数 提出率
総合経営学科 一般 B まで 83 81 97.6
観光ホスピタリティ学科 〃 99 84 84.8
健康栄養学科 推薦入試まで 51 49 96.1
スポーツ健康学科 全員 105 105 100
短大部 全員 180 177 98.3
合　計 518 496 95.8
③在学生向け「春期課題問題集」の作成と配布・採点
学　科 学年 配布数 計 提出率
総合経営学科 1 92 24 26.1
観光ホスピタリティ学科 1 85 19 22.4
健康栄養学科 1 65 19 29.2
スポーツ健康学科 1 103 30 29.1
短期大学部　商学科 1 101 57 56.4
短期大学部　経営情報学科 1 104 68 65.4
合　計 　 550 217 39.5
④在学生向け「夏期課題問題集」の作成と配布・採点
学　科 学年 配布数 提出者数 提出率
総合経営学科　 1 92 48 52.2
観光ホスピタリティ学科 1 89 38 42.7
健康栄養学科　 1 65 47 72.3
スポーツ健康学科　 1 104 66 63.5
短期大学部　 1 208 154 74.0
短期大学部 2 233 79 33.9
















1 年 2 年 3 年 4 年 合計
総合経営学部
総合経営学科 2 8 8 1 19
観光ホスピタリティ学科 8 3 7 8 26
人間健康学部
スポーツ健康学科 49 41 30 32 152
健康栄養学科 6 11 10 26 53
合　計 65 63 55 67 250
　　（平成26年12日31日現在）　総数で昨年度より20名減
⑵　会議開催
　教職センター専任会議 11回　 4 / 2 　 5 / 7 　 6 / 4 　 7 / 2 　 8 / 6 　 9 /24　10/15　11/ 5
　  　　　12/ 3 　 1 / 7 　 2 / 4 　 3 / 4
　教職センター運営委員会　 3 回　 5 / 7 　12/19　 2 /19
　教職科目担当代表者会議　 2 回　 8 / 6 　12/ 4
　教育実習連絡会議　 3 回　 5 /14　12/10　 3 /26
　小学校教諭 2 種免許状取得支援プログラム会議　 2 回　 8 / 7 　12/ 4
　教員採用受験指導センター運営部会　 1 回　　 5 / 7
⑶　出版
　『松本大学教職センター　授業実践報告シリーズ11』の発行








　平成26年 9 月25日　関東地区私立大学教職課程研究連絡協議会　第 5 部会研究会
　 於　国士舘大学　世田谷キャンパス　梅ヶ丘校舎（34号館）　藤枝准教授参加













　 4 月 2 日 教職センター専任会議を開催
　 4 月 3 日〜 4 年次生、教育実習開始を開催
　 4 月 5 日 1 年次生オリエンテーションで教職課程の紹介
　 4 月10日 3 年生対象　「教職課程カリキュラムガイダンス」・「教育実習ガイダンス」
　 4 年次生対象　「教育実習ガイダンス」
　 教職課程ボランティア関係科目ガイダンス
　 4 月11日 2 年生対象　「教職課程カリキュラムガイダンス」
　 4 月12日 「地理歴史科指導法Ⅰ」集中講義開始
　 4 月27日 「社会科指導法基礎Ⅰ」集中講義開始
　 5 月 3 日 梓友会開催　於：ホテルモンターニュ
　 5 月 7 日 教職センター専任会議を開催
　 教職センター運営委員を開催
　 教員採用受験指導センター運営部会を開催
　 5 月10日 関東地区私立大学職課程研究連絡協議会大会（於：帝京平成大学）に参加
　 5 月14日 教育実習連絡会議を開催
　 5 月23〜24日　全国私立大学教職課程研究連絡協議会大会（於：帝京平成大学）に参加
　 6 月 4 日 教職センター専任会議を開催
　 7 月 2 日 教職センター専任会議を開催
　 7 月 7 日・ 7 月14日　「地域社会と大学教育」人間健康学部において教職課程の説明
　 7 月 3 日・ 7 月10日　「地域社会と大学教育」総合経営学部において教職課程の説明
　 7 月12、13日　長野県教員採用選考第 1 次選考
　 7 月14〜20日　 2 年次生、編入生への教職課程履修の受付
　 7 月26日 関東地区私立大学教職課程研究連絡協議会（於：国士舘大学）に参加
　 8 月 6 日 教職センター専任会議を開催
　 8 月 6 日 教職科目担当代表者会議を開催
　 8 月 7 日 小学校教諭 2 種免許状取得支援プログラム会議
　 8 月 2 ・ 5 日　「教育方法論」の集中講義
　 8 月23日 オープンキャンパスで高校生への教職課程の説明
　 8 月19日 「教育課程総論」集中講義開始
　 8 月20日 「学校の制度」集中講義開始
　 8 月22日 「教育心理学」集中講義開始
　 8 月22日 「読書と豊かな人間性」集中講義開始
　 8 月24日 「薬理学」集中講義開始
　 9 月20日 「地理歴史科指導法Ⅱ」集中講義開始
　 9 月23日 社会福祉施設での介護等体験開始
　 9 月24日 1 年次生へ教職課程履修ガイダンス実施
　 9 月24日 教職センター専任会議を開催





　11月 5 日 教職センター専任会議を開催
　11月 5 日 学校授業参観ガイダンス実施
　11月 6 日 教育実習第 1 回報告会、 3 会場に分けて実施
　11月 7 日 「教育実践特講」の授業で長野県道徳教育学会公開授業（於：埴生小学校授業）を参観
　11月13日 教育実習第 2 回報告会、 4 会場に分けて実施
　11月20日 教育実習第 3 回報告会、 3 会場に分けて実施
　11月26日 「教育実践特講」の授業で松本美須々ヶ丘高校授業を参観
　12月 3 日 教職センター専任会議を開催
　12月 4 日 教職科目担当代表者会議を開催
　12月 4 日 小学校教諭 2 種免許状取得支援プログラム会議





　 1 月 7 日 教職センター専任会議を開催
　 1 月 9 日  「小学校二種免許状取得支援プログラム」履修希望者へのガイダンスを明星大学か
ら関係者 2 名来学して実施
　 2 月 3 日 松本市立高綱中学校学校評議員会に出席
　 2 月 4 日 教職センター専任会議を開催
　 2 月 5 日〜 6 日　「教育実践特講」の集中講義
　 2 月19日 教職センター運営委員の開催
　 3 月 4 日 教職センター専任会議を開催
　 3 月26日 教育実習連絡会議を開催














　館長 1 名、総合経営学部　教員 2 名、人間健康学部　教員 2 名、短期大学部　教員 2 名、
　事務局 4 名
2 ）会議




　 4 月 1 日（火）〜：図書館開館
開館日数 延べ利用者数 貸出者数 貸出冊数 視聴覚資料閲覧







　　 4 /15観光 1 年（益山・大石）、 4 /18栄養 1 年（杉山・髙木・藤岡・山田）
    4 /22総経 1 年（上野・室谷・矢﨑・小林（俊））、 6 /18短大 1 年（カーター）




























図　書 ビデオ CD DVD デジタル資料
和：3,357 洋：91





　　 3 /11（水）〜 3 /13（金）
　　平成26年度点検対象資料：図書館配架の和書のみ、洋書・研究図書・書庫は未実施
9 ）学生利用促進企画
　① 短期大学部教務委員会が行っている2014年度短期大学部入学予定者を対象とした「 4 月までの
準備学習のススメ」の課題提出者に、読書支援のリストとスタンプラリー用のポイントカード
を配布（ 1 つ印済み）
　② 県内 7 短大連携企画、おすすめ本の紹介「隣は何を読む人ぞぅ」本展示
　　県内 7 短大の学生・教職員・司書が毎号テーマに沿ったおすすめ本を紹介する。
　　第15号〜第18号（年 4 回の発行）。10月から11月にかけて第 2 回ヨムゾー大賞を行った。
　③グループ学習室利用：学生利用48回（学習やサークル）、ゼミや講義43回
　④昨年度に引き続き、読書スタンプラリー実施　（参加人数14人、レポート数113枚）
    8 月 1 日（金）より 3 ポイントで図書カード 1 枚に変更。11月には新しくリストをつけ加えた。






































































　① 図書館入退館ゲート設置を設置した。同時に BDS を取り替えた。これに伴い、貸出時のカー
ド読み取りは、磁気から IC チップによる対応になった。

































4 回）。その後 1 人 8 回実習、18人対応。10月24日（金）実習報告会を行った。

















　　 6 月12日（木）： 日本図書館協会　大学図書館部会総会
 図書館長出席　東京（日本図書館協会）
    6 月13（金）〜14 日（土）：2014年度私立大学図書館協会東地区部会部会総会・館長会・研究
 講演会
 図書館長出席　東京（成蹊大学）
　　 8 月11日（月）： 長野県図書館協会大学専門図書館部会・図書館研究会夏期研修会
 図書館長、松島出席　佐久市（佐久大学）











































　・ ①（ a ）PC 教室のリプレースに関して、入札を行った。PC 関連機器の納入実績のある 3 社
に見積もりを依頼し、プレゼンテーション形式での提案書と見積書の提出を求めて最適な企業
からの納入を決めた。教職員のパソコン入替えは、 8 月 9 日に機器納品、 8 月19日以降順次入
替えを開始し、10月末までに作業を終了した。




　・ ①（ d ）セキュリティを高めるため、専用のウィルス対策ソフトを導入することとした。
　・ ②（ a ）本年度、35台の教職員用 PC の入替えを行った。まだ十分に機能する PC については、
学内各所のフロアに設置している老朽化した PC と入替ていくが、対象とする場所について、
1 号館〜 7 号館に均等に振り分けて整備することとした。
　・ 4 号館 3 階のエレベータ前のフロアに、学生用のプリンタを整備することとした。ロケーショ
ンフリーのシステムを構築し、システムが完成しだい整備することとした。


















　・ 4 号館 2 階会議室等の WiFi 環境の整備を行った。今後、要望が強いことから、 5 号館、図書
館他、全館の WiFi 環境の整備を順次行うこととした。


















学院との間で、試行的に相互に 1 〜 2 週間程度のプログラムを実施することにした。本学で 2 月に
実施された日本語プログラムには嶺南師範学院の学生 8 名が参加し、 3 月に嶺南師範学院で実施さ
れたプログラムには本学から 2 名の学生が参加した。
⑵　活動報告
    4 月 4 日　　留学生対象新入生オリエンテーション　 3 名参加
    4 月16日　　留学生顔合わせ会
            　　留学生歓迎お花見（国際交流クラブ主催松本城お花見に便乗）
    4 月17日　　第 1 回国際交流センター運営委員会
    5 月 8 日　　 総合経営学部 1 年生向けの講義「地域社会と大学教育」にて国際交流センターに
ついて説明
            　　済州大学短期間韓国語・韓国文化研修プログラム募集締切り
　　　　　　　　（短期大学生 2 名が応募）
    5 月 9 日　　第 2 回国際交流センター運営委員会
　　　　　　　　済州大学短期間韓国語・韓国文化研修プログラムに短大生 1 名を選考
    5 月12日　　 人間健康学部 1 年生向けの講義「地域社会と大学教育」にて国際交流センターに
ついて説明
    5 月19日　　 台湾　彰化県　国立渓湖高級中学　生徒33名＋教員 3 名が訪問。（長野県学習旅
行誘致推進協議会の依頼による）
    6 月12日　　第 3 回国際交流センター運営委員会
    6 月26日　　東新大学　柳在淵副教授、呉成録教授　来学
    6 月27日　　JENESYS2.0シンガポール　学生24名＋職員 1 名来学、益山ゼミと合同ゼミ開催
    7 月 9 日　　第 4 回国際交流センター運営委員会
    7 月22日　　第 5 回国際交流センター運営委員会
    9 月 8 日　　私費留学生後期授業料減免　面接




　　10月31日　　 第25回留学生による日本語スピーチコンテスト（ホテルブエナビスタ）。第 1 位
















風閣にて）優秀賞　イ ソンヨン（14R001）、佳作　リ シイ（14T087）、ユー ジヒ
ョウン（14R002）、伊藤賞　ト ジャフィ（14M058）
　　12月24日〜25 日　留学生・日本文化フィールド・トリップ（長野県下高井郡山ノ内町・小布施
町）留学生（交換留学生含む） 5 名＋日本人学生 2 名　廣田直子教授による講義
「日本食の心」を開催
    1 月 9 日　　東新大学交換留学生送別会（国際交流センター主催）　松本市内「すし典」
    1 月22日　　嶺南師範学院（派遣）出国オリエンテーション
    1 月29日　　第11回国際交流センター運営会議
    1 月31日　　東新大学交換留学生帰国（中部国際空港まで見送り）
    2 月 1 日〜14 日　嶺南師範学院「短期日本語・日本企業・日本文化」プログラムスタート
　　　　　　　　教員 4 名＋学生 8 名が来日
    3 月11日　　第12回国際交流センター運営会議
    3 月17日〜18日　カナダ　カウィチャンバレー　地区学校委員長来学






　　 4 月 5 日（土）：ウェルカムパーティにて
　　 4 月14日、21日（月）：人間健康学部 1 年講義「地域社会と大学教育」にて
　　 4 月24日、 5 月 1 日（木）：総合経営学部 1 年講義「地域社会と大学教育」にて
　　 5 月21日（水）：短期大学部基礎ゼミにて
2 ）学生企画による「ゆめカフェ」開催
　　 4 月 8 日（火）〜11日（金）、14日（月）、 5 月21日（水）







    4 月〜 3 月： 「キッズスポーツスクール」―子どもたちにからだを動かす楽しさを伝え、スポ
ーツ好きになるためにスポーツスクールを開催。
    4 月〜 9 月： 「ヘルシーメニュー」―新村くれき野やさいクラブ・第 2 コムハウス・ミルティ
ーユと連携し、地産地消のメニューや商品を開発。
    9 月〜 3 月：「 いただきます !!」―松本市が実施する食品ロス事業と協働し、リメイク料理や
素材丸ごと料理を考案し、レシピを作成。（ヘルシーメニューが名称変更）
    4 月〜 3 月： 「こどもあそび隊」―親子・親同士のコミュニケーションづくりの場として「こ
ども広場」を開催。
    4 月〜 3 月： 「ええじゃん栄村」―地元の食材を活かした商品開発や物品販売で、被災地栄村
を応援。
    4 月〜 3 月： 「Sign」―手話を通じて聴覚障がい者への理解を広める活動を実施。
    4 月〜 3 月： 「ゆめ通信編集委員会」―学生による学生のための情報を伝える「Volere!!」の編
集・発行とゆめ通信「学生ゆめ」を学生目線で取材編集。
    4 月〜 3 月： 「元気ライフぷろっぷす」―大学の学びを活かして、地域の方の健康づくりを考
える。
    4 月〜 3 月：「ゆめ撮影隊」―学生や地域の人が行なう地域活動を撮影し、紹介。
    4 月〜 9 月： 「信濃 X」―IT 技術を活かして情報を発信し、地域の問題課題やその解決につい
て共有する活動。
    7 月〜 3 月： 「ブロプロ」―使わなくなったレゴブロックを集めてリユース。地域の子どもた
ちとの交流の場や入院中の子どもたちの遊びの道具として配付。
    4 月〜 1 月： 「白馬高校の存続を考える会」―存続の危機が叫ばれている白馬高校。卒業生に
できることを考えて実践する。







    4 月〜 3 月： 少年少女の成長の手助けと非行のない地域社会を目指す「松本 BBS 会」へ会員
として参画。 ［学生×社会人×保護司会］




    4 月〜 3 月： 観光客にも役立つガイド誌「まつもとタウンマップ」に、信濃 X が平成25年度
実施してきた松本市の駐車場・トイレ・レストラン・避難所マップのアプリ版を
ペーパー紙用に変換し掲載。 ［信濃 X ×㈲メディアゴーゴー］
    4 月〜 3 月： ㈲メディアゴーゴーと学生スタッフとの協働企画。月間イクジィまつもと」に考
房『ゆめ』コーナーを開設。 ［ゆめ学生スタッフ×㈲メディアゴーゴー］
    4 月〜 3 月：岩崎神社例大祭の伝統ある神事の記録・保存データ制作。
 ［信濃 X ×ゆめ撮影隊×岩崎神社氏子総代会］
    4 月〜 3 月：鎌田児童センターでの出前スポーツスクールの開催。
 ［キッズスポーツスクール×蒲田児童センター］
    4 月〜 3 月：北新・松本大学前駅の掲示板による広報の場開設。［考房『ゆめ』×アルピコ交通］
    4 月〜11月： 第二コムハウスが栽培収穫した「食用ほうずき」を使った、ケーキ店「ミルティ
ーユ」とヘルシーメニュープロジェクトによる協働企画。商品開発で、 3 種類の
ケーキを販売。 ［ヘルシーメニュー×第二コムハウス×ミルティーユ］
    5 月〜11月： すすき川花火大会事務局「㈱富士電機」と学生有志による協働事業。花火大会の
企画立案・広報・運営。
 ［学生有志×㈱富士電機×山雅×商店街組合×すすき川花火大会実行委員会］
    6 月〜11月： 新村の農家有志が行っている新村直売所の運営にヘルシーメニュープロジェクト
が協力。地元の安全で安心な野菜の収穫・販売・地域住民との交流を図る。
 　　 ［新村直売所×ヘルシーメニュー］
    6 月〜11月： 松本市の公共交通利用拡大に向けた松本市モビリティ事業「バスと電車の交通ひ
ろば」を企画・運営。［キッズスポーツスクール×松本市× NPO 法人×信州大学］
    6 月〜 7 月： 松本神社の伝統ある祭り松本神社神輿渡御祭の継承をめざし、祭りの担い手とし
て参加。 ［学生有志×松本神社氏子総代会×松深会×住民］
    7 月〜 3 月：こどもがつくりあげるまち「あるぷすタウン」開催。
　　　　　　　　 ［考房『ゆめ』×学生・社会人有志×専門家×高校×小中学校×松本圏域 6 市町
村×教育　委員会×メディア他］




 　長野県保健事務所×諏訪周 3 市×市民］
    9 月〜 3 月：松本市が行う食品ロス事業の一環としてリメイク料理・丸ごと料理のレシピ作成。
 ［◎いただきます！！×松本市環境政策課］






4 ）サークル活動への支援事業　（ 1 事業）
　 1 〜 3 月：芝沢小学校サッカー指導　〔サッカー部〕
⑶　考房『ゆめ』自主事業
1 ）平成26年度地域づくり学生チャレンジ奨励制度















　・ 申請前事前指導・支援：一斉講義［企画書・予算書の立て方］　 3 月 9 日（月）、個別指導（随
時）
　・募集期間： 2 月16日（月）〜 3 月13日（金）　 
　・審査会開催： 3 月18日（水）





　　⑤いただきます !!（30,000円）　　　   
　　⑥ブロプロ（42,000円）
3 ）第 4 期松本大学地域づくりコーディネーター養成講座開催
　　＜平成26年度総務省「地域の担い手創造事業」モデル事業に採択＞
　・開催期間：基礎講座　26年11月〜12月　専門講座　26年12月〜 1 月






















































































4 ） COC 事業　平成26年度地域フォーラム「子どもだけのまちを創ろう！“あるぷすタウン”」開催
　・運営期間： 4 月〜20015年 3 月







　・参加者： 2 日間参加可能な中南信の小学 4 年生61名、 5 年生46名、 6 年生37名、中学 1 年生13
名、 2 年生 2 名、 3 年生 1 名の計160名。当日ボランティアスタッフは、中南信地域
11校の高校生68名（28日48名・ 1 日48名）、本学学生89名（28日67名・ 1 日62名）、専
















































　・参加団体：12団体（学生プロジェクト： 7 団体、地域： 5 団体）
　・支援内容：プログラム内容・相談・調整・事前打合せ
6 ）『キッズトレイン！！』企画・運行・・・地域と大学の産学官民協働事業として開催
　・運営期間： 4 月〜11月 ・場　所：松本電鉄上高地線































　　　内容： ゆめ学生スタッフ： 5 名（相談員・情報収集・発信・イベント企画・運営・実施）、
ゆめ通信編集委員：12名（学生ゆめの編集他）、
2 ）各種会議開催
　・運営委員会議： 5 /13　 9 /26　 1 /20　 3 /18
　・職員会議： 5 /13、 7 / 7 、 9 /24、10/14、 1 /28　ほか随時
　・学生スタッフ会議：月 2 回
3 ）研修・交流会
　① 考房『ゆめ』全プロジェクト前期研修会・交流会： 8 月 6 日（木） 学生30名、教職員 3 名
　　内容：プロジェクトの前期活動ふりかえり、後期の計画にむけて　他
　　 企画・運営：学生スタッフ
　②学生スタッフ・プロジェクトリーダー合同研修会： 8 月 6 日（木） 参加学生40名
　　内容：リーダーとしての役割と心構え / 平成26年度前期ふりかえりと後期計画について　他
　　 講師：福島明美
　③村視察・研修： 9 月17日（木）場所：栄村村内 学生11名、教職員 2 名
　④ 全国まちづくりカレッジ in 東海： 9 月13日（土）〜14日（日）場所：星城大学　他　
　　内容：フィールドワーク、交流会、活動発表 参加学生14名
　⑤プロジェクト交流会（新年会） 1 月 9 日（金） 学生60名　教職員 3 名
　　 企画・運営：学生スタッフ
　⑥考房『ゆめ』全プロジェクト後期研修会・交流会： 3 月 9 日（月） 学生66名　教職員 1 名
　　 企画・運営：学生スタッフ














　商品開発　第 2 コムハウス、ヘルシーメニュー、ミルティーユ　共同記者会見： 6 月10日（火）
5 ）学外での活動発表




期日 テーマ 発表者 コメンテーター














11月 9 日 伝える ゆめ通信情報紙編集 入村　麻理㈱プラルド
1 月10日 みんなで減らそう食品ロス いただきます !!
丸山祐太朗氏（松本市環境
政策課）
3 月 7 日 栄村を元気にしよう ええじゃん栄村 福島明美（ゆめ専任講師）
　　＊ 大学側のコーディネーター：原侑子（地域づくりコーディネーター準認定者 / 学生スタッフ
リーダー）
　　11月 1 日　　新村文化祭にて、栄村復興支援活動の報告発表 ［ええじゃん栄村］
　　11月 9 日　　島内文化祭にて、手話を使った活動発表 ［Sign］
　　10月25日　　 諏訪湖アートリング協議会主催の研修会にてバリアフリー調査・検証報告発表
 ［Sign］


































1 ） 組織：運営委員長 1 名（健康栄養学科長）　委員 3 名（スポーツ健康学科長、総合経営学科、
観光ホスピタリティ学科各 1 名）　事務局 5 名











　　① 4 月17・21・24日、 5 月 1 ・ 8 ・12・15・22・26・29日、 6 月 2 ・ 5 ・12・16・19・23・
26・30日、 7 月 3 ・10・14・17・24・28・31日、 8 月 4 ・ 7 ・21・25・28日、 9 月 1 ・ 4 ・
8 ・11・18・25・29日、10月 2 ・ 6 ・ 9 ・20・23・27・30日、11月 6 ・10・13・17・20・ 
27日、12月 1 ・ 4 ・11・15・18日、 1 月 8 ・15・19・22・26・29日、 2 月 2 ・ 5 ・12・16・
19・23・26日、 3 月 2 ・ 5 ・12・16・19・23・27日
　　　「健康教室『のびのび健康時間』の講師」
　　　　（依頼元：塩尻市吉田公民館、対象者932名、指導教員：中島節子、参加学生23名）




　　③ 4 月21日、 5 月 7 ・20日、 6 月 9 ・24日、 7 月 7 ・22日、 8 月 4 ・19日、 9 月 8 ・24日、 




































　　　 a ） 5 月 2 日「水分講座」 （対象者56名）
　　　 b ） 5 月 8 日「身体計測」 （対象者55名）
　　　 c ） 5 月 9 日「栄養講座・食事体験講座」 （対象者55名）
　　　 d ） 7 月 4 日「試合直前栄養講座」 （対象者90名、参加学生 6 名）
　　　 e ） 7 月29日「引退部員への栄養講義」 （対象者18名）
　　　 f ） 2 月20日「身体計測と栄養講座」 （対象者18名）
　　　 g ） 3 月 5 日「評価会」 （対象者35名）





　　　 a ） 6 月12日「プロジェクト説明会・講演会」 （対象者学生）
　　　 b ） 6 月14日「現地視察」 （対象者多数、参加学生 2 名）
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　　　 c ） 9 月11日「完成発表会」 （対象者多数、参加学生 7 名）
　　　 d ） 9 月14日「販売視察と補助」 （対象者多数、参加学生13名）
　　②「世界健康首都会議　健康弁当提案プロジェクト」
　　　　（依頼元：松本市ほか、指導教員：成瀬祐子、水野尚子、石澤美代子）
　　　 a ） 8 月 1 日「プロジェクト説明会・講演会」 （対象者学生）
　　　 b ） 9 月 3 日「工場見学および打合せ」 （対象者多数、参加学生18名）
　　　 c ）11月 8 日「完成披露会」 （対象者多数、参加学生18名）
　　　 d ）11月18日「仕込み体験」 （対象者多数、参加学生 2 名）






























　　① 12月 6 日　卒業生フォローアップ研修会「ペップトークで人生が変わる」堀内裕一朗氏特講
演会（併催）
